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5つの
重点施策分

野

　
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
共
通
波

設
備
を
更
新
し
、
安
全
で
迅
速
な
消

防
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
ほ

か
、
消
防
・
消
防
団
の
各
種
装
備
を

は
じ
め
、
町
や
自
主
防
災
組
織
が
各

地
域
に
配
備
す
る
災
害
用
備
蓄
品
や

資
機
材
の
充
実
を
継
続
的
に
図
り
ま

す
。
外
国
人
を
含
め
た
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
防

災
行
政
無
線
の
多
言
語
化
や
町
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ
ア

連
携
機
能
を
運
用
し
、
地
域
の
防
災

力
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。

▼
防
災
力
の
強
化

自
然
災
害
に
備
え
て

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
す

　
前
年
度
実
施
し
た
「
自
治
会
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎

講
座
」
を
発
展
さ
せ
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」
を
開

催
し
、
地
域
組
織
を
運
営
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
、
支
援
し
ま
す
。

　
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
65
歳
以
上
を
対
象
に
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
前
年
度
か

ら
開
始
し
た
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東

海
に
よ
る
移
動
ス
ー
パ
ー
で
利
用

が
で
き
る
５
千
円
分
の
電
子
マ

ネ
ー
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
こ
と

で
、
町
内
の
買
い
物
不
便
対
策
や

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

出
、
活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く
り

に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
不

慣
れ
な
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
に
な
っ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
の
内
容
充
実
を
図

り
、
幅
広
い
世
代
が
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
総
合
的
な
指
針
で
あ

る
総
合
計
画
、
自
然
環
境
の
保
全

や
道
路
・
公
園
の
整
備
な
ど
の
都

市
づ
く
り
部
門
の
指
針
で
あ
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ほ

か
、
新
た
に
都
市
全
体
の
観
点
か

ら
都
市
機
能
や
居
住
の
立
地
等
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
立
地
適
正

化
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
令
和
７
年

度
、
令
和
８
年
度
の

２
か
年
を
か
け
て
策

定
し
ま
す
。

▼
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
さ
せ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す

施政方針の詳細は
町ホームページを
確認してください

箱根町長
勝俣 浩行

令和7年度

オンリーワンの観光 まちづくりを目指して
誰もが住みたい、誰もが行ってみたい

施政方針

　
20
代
30
代
の
若
者
が
魅
力
を
感

じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
と
連

携
・
協
働
し
な
が
ら
、
若
者
が
緩

や
か
に
知
り
合
い
を
増
や
せ
る
よ

う
な
交
流
の
場
や
機
会

の
創
出
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
不
妊
不
育
治
療
に
対

す
る
経
済
支
援
、
は
こ
ね
っ
こ
誕

生
祝
金
、
産
後
ケ
ア
の
実
施
な
ど

心
身
や
出
産
の
支
援
を
は
じ
め
、

保
育
料
、
給
食
の
無
償
化
や
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
高
等
学

校
等
通
学
費
補
助
等
を
継
続
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
、
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

▼
若
者
定
住
の
促
進

若
者
が
魅
力
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

　
は
こ
ね
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

一
層
の
認
知
度
向
上
に
努
め
、
官

民
連
携
に
よ
る
出
張
健
康
測
定
会

や
健
康
教
室
な
ど
を
継
続
す
る
な

ど
誰
も
が
気
軽
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

整
え
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
と
協
働
し
て

支
え
合
う
、
ご
み
出
し
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　
昨
年
、
建
設
用
地
を
取
得
し
、

設
計
に
着
手
し
て
い
る
（
仮
称
）

温
泉
地
域
診
療
所
は
、
令
和
８
年

度
中
の
診
療
所
開
設
を
目
指
し
て

着
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
健
康
生
活
の
推
進

誰
も
が
気
軽
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
ま
す

　
湯
本
駅
前
を
起
点
と
す
る
国
道

１
号
の
交
通
渋
滞
は
、
こ
れ
ま

で
も
国
や
神
奈
川
県
に
よ
り
湯
本

駅
前
横
断
デ
ッ
キ
の
設
置
や
箱
根

新
道
の
無
償
化
、
は
こ
ね
金
太
郎

ラ
イ
ン
の
開
通
な
ど
、
ハ
ー
ド
面

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
解
決
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
低
下
や
観
光
地
に
お
け
る
労
働

力
確
保
の
観
点
か
ら
持
続
可
能
性

が
失
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
も

渋
滞
緩
和
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
粘
り
強
く
、
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
と
協
議
を
重
ね
つ

つ
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
足
柄

幹
線
林
道
を
整
備
し
一
般
道
と
す

る
県
へ
の
要
望
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応

と
し
て
町
内
の
交
通
情
報
を
閲
覧

で
き
る
「
は
こ
ぼ
う
マ
ッ
プ
」
の

ほ
か
、
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
「
箱

根
観
光
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」「
箱
タ

ビ
」
の
運
用
に
よ
り
、
渋
滞
緩
和

や
来
訪
エ
リ
ア
の
分
散
化
に
よ
る

交
通
安
全
対
策
等
も
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
労
働
力
確
保
の
課
題
に
は
、
町

内
事
業
者
に
向
け
て
実
施
し
て
い

る
人
手
の
確
保
や
人
材
の
育
成
、

省
人
化
等
の
支
援
策
を
継
続
し
て

行
い
、
町
内
事
業
者
の
経
営
基
盤

の
安
定
や
雇
用
の
維
持
・
拡
大
、

働
き
方
改
革
や
生
産
性
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

町
内
民
間
団
体
や
事
業
者
等
と
協

働
で
行
う
「
人
材
確
保
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
も
積
極
的
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

渋
滞
対
策
、
労
働
力
確
保
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

4

3 1

5

2
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箱根町第 6 次総合計画　将来像

「やすらぎとおもてなしのあふれる町－箱根」
 の実現に向けて
令和 ７ 年度の 6 つの基本目標の主要な取組み・重点事業を
紹介します。

　総事業　213事業　52億1,000万円
　うち重点事業

　　　　　2７事業　28億9,645万円

基本目標

03 誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

◯ 住みたいまち箱根推進事業（1,262万円）
◯ 町道箱 1 号線道路改良整備事業（8,850万円）
◯ 橋りょう長寿命化改修事業（3,300万円）
◯ 宮ノ下駐車場整備事業（ 1 億4,132万円）
◯ 管路施設建設改良事業
　 第３号公共下水道（湯本処理区）（2,000万円）

重点事業

基本目標

02 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

多文化共生推進事業（48万円）
◯ 学校給食無償化事業（小学校費、中学校費）（2,800万円）
◯ 学校施設長寿命化事業（ 5 億5,700万円）
◯ 箱根旧街道保護対策事業（ 1 億11万円）

New
重点事業

基本目標

01 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

物価高対策高齢者買物支援事業（2,288万円）
（仮称）温泉地域診療所建設事業（9,503万円）

◯ 子育てシェアタウン推進事業（1,200万円）
◯ 母子保健推進事業（840万円）

New

New

重点事業

4 事業
1 億3,831万円

5 事業
2 億9,544万円

施
政
方
針

一
部
を
紹
介

○
交
流
や
相
互
の
頼
り
あ
い
で

子
育
て
す
る
人
を
応
援
す
る
取

組
み
で
あ
る
子
育
て
シ
ェ
ア
タ

ウ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
機

会
の
創
出
な
ど
に
よ
り
、
子
育

て
の
担
い
手
人
材
の
増
加
や
ア

プ
リ
の
活
用
促
進
な
ど
子
育
て

環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

た
め
、
引
き
続
き
よ
り
多
く
の

世
代
の
方
が
関
わ
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

○
一
か
月
児
の
健
康
診
査
費
用

の
助
成
を
実
施
し
、
出
産
後
か

ら
就
学
前
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
健
康
診
査
の
実
施
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
申
請
時
の
健

康
と
身
体
の
異
常
の
早
期
発
見

に
つ
な
げ
ま
す
。

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
自

動
車
燃
料
費
助
成
券
の
対
象
者

を
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
所
持
者
に
加
え
、
３
級
所
持

者
の
う
ち
体
幹
ま
た
は
下
肢
に

障
が
い
の
あ
る
方
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

施
政
方
針

一
部
を
紹
介

○
宮
ノ
下
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
長
寿
命

化
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
外
部
工
事
の
ほ
か
内

部
の
舗
装
打
換
え
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

○
空
き
家
の
流
通
を
促
進
す
る

た
め
、
令
和
６
年
度
に
創
設
し

た
空
き
家
活
用
奨
励
金
や
家
財

道
具
処
分
費
の
支
援
の
周
知
に

努
め
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
官
民
が
連
携
し
て
推
進
し

て
い
く
ほ
か
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
と
い
っ
た
大
型
獣
が
住
宅
地

内
で
事
故
死
等
し
た
場
合
の
処

分
に
つ
い
て
は
、
死
亡
個
体
の

回
収
、
運
搬
、
処
理
等
を
専
門

業
者
に
一
括
委
託
し
ま
す
。

○
第
３
号
公
共
下
水
道
の
整
備

は
、
県
に
よ
る
幹
線
整
備
が
順

次
進
め
ら
れ
て
お
り
、
第
１
工

区
と
し
て
湯
本
山
崎
地
区
か
ら

面
整
備
と
し
て
の
管
渠
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

施
政
方
針

一
部
を
紹
介

○
小
中
学
校
の
給
食
費
は
、
食

材
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
な
か
、

安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
、
給
食
の
一
食
あ
た
り

の
単
価
を
引
き
上
げ
ま
す
が
、

引
き
続
き
給
食
費
の
一
律
無
償

化
を
実
施
し
、
保
護
者
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

○
町
内
の
小
中
学
生
が
合
唱
な

ど
を
通
じ
て
主
催
団
体
と
一
緒

に
創
り
上
げ
る
オ
ペ
ラ
イ
ベ
ン

ト
が
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術

へ
の
理
解
を
深
め
、
次
世
代
を

担
う
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る

た
め
、
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
星
槎
大
学
箱
根
キ
ャ
ン
パ
ス

が
外
国
人
向
け
に
実
施
す
る
取

組
み
「
日
本
語
カ
フ
ェ
」
に
財

政
的
な
支
援
を
実
施
す
る
ほ
か
、

湯
本
地
域
で
も
拡
充
し
て
実
施

し
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
住
民

に
日
本
語
学
習
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

令和 ７ 年度
重点事業

4 事業
6 億8,559万円

事業数 43事業 予算額 9億9,584万円
事業数 25事業 予算額 6億5,903万円

事業数 51事業 予算額 3億9,518万円
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基本目標

06 行政の効率的経営と官民協働体制の強化
基本目標

04 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

立地適正化計画策定事業（650万円）
◯ デジタル化推進事業（516万円）
◯ 第 7 次総合計画等策定支援事業（806万円）
◯ ふるさと納税促進事業（ 4 億8,500万円）
◯ 地域コミュニティ活性化事業（250万円）

重点事業 重点事業
◯ 地震等災害対策事業（2,001万円）
◯ 木造住宅耐震化補助事業（180万円）
◯ ごみ処理広域化推進事業（10億323万円）
◯ 救急業務高度化推進事業
　（消防施設費）（4,597万円）
◯ 消防情報機器等整備事業（ 1 億2,841万円）

New

基本目標

05 癒しと文化を提供する観光産業づくり

◯ 誘客宣伝事業（2,611万円）
◯ インバウンド観光推進事業（692万円）
◯ 箱根DMO支援事業（3,400万円）
◯ 日本遺産箱根八里誘客宣伝事業（344万円）

重点事業

施
政
方
針

一
部
を
紹
介

○
首
都
圏
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
国
内
客
層
へ
向
け
、

箱
根
の
魅
力
を
発
信
、
Ｐ
Ｒ
す

る
ほ
か
、
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
の
公

開
放
送
と
連
動
し
な
が
ら
、
音

楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
昨
年
日
本
遺
産
に
再
認
定
さ

れ
た
「
箱
根
八
里
」
に
つ
い

て
、
静
岡
県
三
島
市
な
ど
と
共

同
で
大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展

し
、
箱
根
八
里
の
魅
力
を
積
極

的
に
周
知
し
ま
す
。

○
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
で

は
、
駒
ケ
岳
山
頂
か
ら
神
山
ま

で
の
コ
ー
ス
再
開
に
合
わ
せ

て
、
登
山
道
の
入
り
口
を
示
す

案
内
板
を
改
修
し
、
英
語
の
案

内
文
を
掲
載
す
る
な
ど
、
よ
り

効
果
的
に
周
知
、
誘
導
を
図
り

ま
す
。

〇
箱
根
湿
生
花
園
で
は
、
本
年

３
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
ガ

イ
ド
の
運
用
を
開
始
し
、
利
便

性
・
満
足
度
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

施
政
方
針

一
部
を
紹
介

○
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い
て

は
、
本
町
内
の
可
燃
ご
み
を
湯

河
原
美
化
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

む
た
め
の
中
継
施
設
お
よ
び
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
運
搬
車
両
の
調
達
や

計
量
器
の
増
設
な
ど
、
引
き
続

き
可
燃
ご
み
の
搬
出
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

○
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
引
き
続
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
業
務
用
、
家
庭

用
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ご
み
処
理
機

器
購
入
費
補
助
に
つ
い
て
、
食

品
ロ
ス
対
策
と
し
て
効
果
的
で

あ
る
こ
と
を
周
知
し
、
実
施
し

ま
す
。

○
防
災
対
策
と
し
て
、
令
和
６

年
度
に
小
中
学
校
体
育
館
に
試

行
設
置
し
た
初
動
対
応
避
難
所

用
物
品
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
」
を
今
後
の

町
内
全
避
難
所
へ
の
展
開
を
見

据
え
、
山
崎
集
会
所
な
ど
４
か

所
に
設
置
し
ま
す
。

施
政
方
針

一
部
を
紹
介

○
官
民
連
携
に
つ
い
て
は
、
包

括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
や
情
報
教

育
の
ほ
か
、
若
者
層
を
対
象
に

し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

○
箱
根
物
産
館
な
ど
の
跡
地
活

用
は
、
地
域
の
合
意
形
成
を

図
っ
た
う
え
で
、
地
域
と
観
光

客
双
方
に
と
っ
て
望
ま
し
い
場

所
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
官
民

連
携
に
よ
る
事
業
化
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

○
財
源
確
保
に
向
け
た
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
寄
付
手
段

を
追
加
す
る
ほ
か
、
返
礼
品
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
引
き
続
き

魅
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
本
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

に
と
っ
て
、
真
に
必
要
か
つ
最

も
効
果
的
な
財
源
に
つ
い
て
は
、

検
討
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
、

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
確

実
な
導
入
を
目
指
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

施
政
方
針

む
す
び

　
箱
根
の
観
光
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
比
べ
て
、
国
内
の
旅
行
需
要

が
ま
だ
ま
だ
力
強
さ
に
欠
け
て
い

ま
す
の
で
、
官
民
が
連
携
し
な
が

ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
明
確
に
し

た
誘
客
を
重
点
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
お
客

さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
町
民

の
生
活
が
潤
う
と
い
っ
た
好
循
環

の
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら
に
回
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
協

働
を
は
じ
め
、
多
世
代
交
流
、
関

係
人
口
や
共
助
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
双

方
の
多
様
な
取
り
組
み
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
決
め
ら
れ
た
「
未
来
」
な
ど
、

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
も
し

な
け
れ
ば
望
む
よ
う
な
「
未
来
」

は
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や

知
恵
を
絞
っ
た
り
汗
を
か
い
た
り

せ
ず
に
未
来
志
向
で
考
え
る
こ
と

を
停
滞
さ
せ
て
し
ま
っ
て
は
、
決

し
て
明
る
い
「
未
来
」
は
や
っ
て

き
ま
せ
ん
。
望
む
「
未
来
」
は
強

い
意
思
を
も
っ
て
創
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
町
民
、
事
業
者
な
ど
、

こ
の
町
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
す

べ
て
の
方
々
と
と
も
に
力
を
合
わ

せ
、
町
政
に
お
け
る
岐
路
の
選
択

を
誤
ら
ず
、
あ
る
時
は
道
な
き

と
こ
ろ
に
道
を
切
り
拓
き
な
が

ら
、
協
働
・
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
一
歩
一
歩
、
確
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
賑
わ
い
と

輝
き
を
さ
ら
な
る
高
み
に
引
き
上

げ
、
町
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
箱
根

の
「
未
来
」
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

箱
根
町
長　
勝
俣
浩
行

町
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
箱
根
の

　
「
未
来
」
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す

5 事業
5 億７22万円

5 事業
11億9,942万円

4 事業
７,04７万円

事業数 43事業 予算額 21億７19万円事業数 21事業 予算額 ７億4,228万円

事業数 30事業 予算額 3億1,048万円
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令和 ７年度予算　インバウンド消費の回復などもあり、基幹産業である観光は賑わいを取り戻しつつありますが、より箱根の魅力
を国内外に発信し、誘客促進を図ることで、町民の生活を潤す好循環なサイクルを回していきます。
　特に力を入れて取り組むのは、協働をはじめ、多世代交流、関係人口や共助などをキーワードに、防災力の一層
の強化、切れ目のない子育て支援の継続、新たな地域コミュニティの創出や活性化のきっかけづくりです。その他
物価高対策など、各種政策を積極的に展開できるよう予算編成を行いました。

※以下の表では、四捨五入の関係から、合計欄の数値と各項目合計値が一致しない場合があります。
令和 ７ 年度予算総額

一般会計  歳　入 

町税　51.4%

使用料および手数料　3.6%

町債
10.2%

国庫支出金
7.2%

繰入金
7.0%

その他
1.8%

その他　1.6%

県支出金　4.2% 地方消費税交付金　3.3%
ゴルフ場利用税交付金　0.8%

寄付金
8.1%繰越金

0.8%

総務費
19.7%

衛生費
23.9%

教育費  9.3%
消防費
9.7%

観光費
6.3%

土木費
5.5%

その他　1.6%
議会費　1.0%

公債費  6.6%

農林水産業費
1.2%

使用料および手数料　3.6%
繰入金
7.0%

民生費
15.2%

 歳　出 

特別会計・企業会計

令和 ７年度重点事業

予算総額 194億1,000万円 　 前年度増減額  23億2,680万円（増減率 13.6％）

一般会計　　　　　　125億4,400万円 　 　 前年度増減額  16億9,７00万円（増減率 15.6％）
特別会計・事業会計　 68億6,600万円 　 　 前年度増減額  6億2,980万円（増減率 10.1％）

※

依存財源（2７.3%） 予算額
34億2,136万円

前年度増減額
10億2,553万円

町　債
…�国や県、金融機関から
借り入れるお金

12億7,640万円 4億7,780万円

国庫支出金
…�事業など特定の目的の
財源として国から交付
されるお金

8億9,881万円 5億2,220万円

県支出金
…�事業など特定の目的の
財源として県から交付
されるお金

5億2,114万円 4,716万円

地方消費税交付金
…�地方消費税として徴収
し、町の人口割合など
に応じて国から交付さ
れるお金

4億1,000万円 500万円

ゴルフ場利用税交付金
…�県に納められたゴルフ
場利用税からゴルフ場
のある町に交付される
お金

1億 500万円 0万円

その他
…�地方譲与税、環境性能
割交付金、地方特例交
付金など

2億1,001万円 △2,663万円

自主財源（７2.７%） 予算額
91億2,264万円

前年度増減額
6億７,14７万円

町　税
…�町に納められる税金 64億4,600万円 6,780万円

寄付金
…�町民などから寄せられ
る寄付金

10億1,355万円 2億9,970万円

使用料及び手数料
…�施設利用料や住民票等
交付手数料

4億5,568万円 △1,034万円

繰入金
…�基金の取り崩しにより
繰り入れるお金

8億7,910万円 3億6,031万円

繰越金
…�前年度から繰り越され
るお金

1億円 0円

その他
…�財産収入、分担金およ
び負担金など

2億2,831万円 △4,600万円

税　　目 予算額 前年度増減額
固定資産税 46億6,040万円 △730万円
町民税　　 9億3,280万円 9,270万円
入湯税　　 6億6,450万円 △1,820万円
町たばこ税 1億5,540万円 △20万円
軽自動車税 3,290万円 80万円
合　　計 64億4,600万円 6,７80万円

町　税
　町税は法人の業績回復、個人の所
得が伸びたことにより、全体で前年
度比6,780万円の増となります。

※国の補正予算の活用による「実質的な予算規模」
　一般会計（補正含む）131億100万円 　 　 　 前年度増減額 10億2,200万円（増減率 8.5％）
湯本小学校の長寿命化事業は国の令和 6 年度補正予算を活用するため、 3 月補正予算で計上しました。

会　計　名 当初予算額 前年度増減額 増　減　率
特別会計 32億4,400万円 1,480万円 0.5％
　国民健康保険 11億6,300万円 △3,400万円 △2.8％
　後期高齢者医療 4億 800万円 700万円 1.7％
　介護保険 14億8,500万円 3,000万円 2.1％
　 4財産区 1,950万円 1,230万円 170.8％
　温泉 1億5,450万円 550万円 3.7％
　育英奨学金 　1,400万円 △600万円 △30.0％
水道事業会計 ７億5,400万円 1,７00万円 2.3％
公共下水道事業会計 28億6,800万円 5億9,800万円 26.3％

町税　51.4%

使用料および手数料　3.6%

町債
10.2%

国庫支出金
7.2%

繰入金
7.0%

その他
1.8%

その他　1.6%

県支出金　4.2% 地方消費税交付金　3.3%
ゴルフ場利用税交付金　0.8%

寄付金
8.1%繰越金

0.8%

総務費
19.7%

衛生費
23.9%

教育費  9.3%
消防費
9.7%

観光費
6.3%

土木費
5.5%

その他　1.6%
議会費　1.0%

公債費  6.6%

農林水産業費
1.2%

使用料および手数料　3.6%
繰入金
7.0%

民生費
15.2%

公債費　8億2,690万円
（前年度増減額　△3,710万円）
　…町債（借入金）を返済するお金

観光費　７億9,091万円
（前年度増減額　△1億237万円）
　…町の観光宣伝として開催する事業や産業振興などに使うお金

誘客宣伝事業、観光情報推進事業　等

土木費　6億9,091万円
（前年度増減額　△4,376万円）
　…道路、公園整備、住宅管理などに使うお金

町道箱1号線道路改良整備事業、宮ノ下駐車場整備事業　等

農林水産業費　1億4,90７万円
（前年度増減額　974万円）
　…農林業や水産業の振興のために使うお金

豊かな森林づくり事業、有害鳥獣対策事業　等

議会費　1億2,080万円
（前年度増減額　116万円）
　…議会運営のために使うお金

その他　2億89万円
（前年度増減額　△4,406万円）
　…諸支出金、災害復旧費、予備費

衛生費　29億9,896万円
（前年度増減額　14億358万円）
　…�保健衛生、ごみ処理、環境保全など衛生的な生活のために使う
お金

（仮称）温泉地域診療所建設事業、ごみ処理広域化推進事業　等

総務費　24億6,824万円
（前年度増減額　2億4,000万円）
　…�町の事務・庁舎管理、選挙、防災などに使うお金

地震等災害対策事業、住みたいまち箱根推進事業、地域
コミュニティ活性化事業、多文化共生推進事業　等

民生費　19億289万円
（前年度増減額　1億1,064万円）
　…�福祉サービス、各種医療の助成など福祉全般に使うお金

物価高対策高齢者買物支援事業、小児医療費助成事業、
子育てシェアタウン推進事業　等

消防費　12億2,065万円
（前年度増減額　1億6,955万円）
　…消防・救急活動、防火水槽や消火栓の設置などに使うお金

救急業務高度化推進事業、消防情報機器等整備事業　等

教育費　11億７,3７8万円
（前年度増減額　△1,039万円）
　…�幼稚園、小・中学校の運営、文化財保護など教育全般に使う�
お金

学校給食無償化事業、箱根関所復元再整備事業　等
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パートナーシップ宣誓制度自治体間相互利用が始まります
　本町を含む県西地域 2 市 8 町では、
パートナーシップ宣誓制度を導入し
ています。
　このたび、制度利用者が市町間で
住所を異動（引っ越し）する際にか
かる負担を軽減し、異動後も安心し
て自分らしく暮らせるように、「パー
トナーシップ宣誓制度に係る相互利
用に関する協定」を締結しました。

 照会先　福祉課��☎85−7790

お持ちの空き家を活用しませんか

▶相互利用とは
　パートナーシップ宣誓を行った住民
が、相互利用の協定を締結した自治体
へ住所を異動する場合、転出時に継続
使用届を提出することで、転入先で新
たな宣誓を行うことなく宣誓が継続し、
既に交付済みの宣誓書受領証などが継
続使用できるものです。

▶相互利用開始日
　令和 7 年 4 月 1 日
▶締結自治体
　小田原市、南足柄市、中井町、大井町、
松田町、開成町、山北町、箱根町、真鶴町、
湯河原町

▶詳しくはこちらから
　

照会先　総務防災課　☎85−9561　〒250−0398　箱根町湯本256

　10月 1 日現在で全国一斉に『令和7年国勢調査』が実施されます。日本国内に住むすべての人
と世帯を対象とする国の最も重要な統計調査です。箱根町でも約10,800人、約6,000世帯が対象
となることから数多くの調査員が必要となります。皆様の協力をお願いします。

世帯へ訪問し、調査についての説明と調査書類の作成
調査員の仕事

調査員説明会に参加

調査票の配布・回収

▶ 8月上旬〜11月上旬活動の期間
▶任命期間終了後に国が定め
る基準に応じた報酬を支給し
ます。
※約52,000円〜97,000円
（担当地域の数により変動）

仕事の報酬

▶20歳以上の方
▶選挙、税務および警察に直接関係のない方
▶責任をもって調査事務に従事できる方

応 募 条 件

▶電話…�総務防災課庶務係まで連絡してください。
▶郵送…�住所、氏名、生年月日、電話番号を任意様

式に記入して総務防災課庶務係まで郵送し
てください。担当者から連絡をします。

※応募後に簡単な面接を行います。

応 募 方 法

担当地域の確認

調査票の整理と提出

募集期間
5 月30日㈮まで

国勢調査の調査員
� 募集します‼

箱根町空き家バンク制度
　町内の空き家等を売りたい、貸したいと希望する方から物件情報を
登録していただき、その情報を見て、買いたい、借りたいという希望
者との橋渡しを行う制度です。
　現在は、民間移住支援団体「ハコネステイル」が民間ならではのア
ドバイスやサポートで制度を運営しています。

箱根町定住促進空き家活用奨励金交付制度
　箱根町空き家バンクに物件（マンション、共同住宅などを除く）を登録し、定住希望者に売買
または賃貸した所有者に対し、奨励金を交付します。

【交付金額】
・定住者に売買した場合　 5万円　　　・定住者に賃貸した場合　15万円

箱根町定住促進空き家家財道具等処分交付金交付制度
　箱根町空き家バンクに物件（マンション、共同住宅などを除く）を登録し、定住
希望者に売買または賃貸するために空き家の家財道具などを処分する所有者に対し、
交付金を交付します。

【交付金額】
・対象経費の 2分の 1（上限10万円）

空
き
家
活
用
支
援
制
度 ※交付制度の条件に

ついては町ホーム
ページで確認してく
ださい。
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春の全国交通安全運動
　 4 月 6 日㈰〜15日㈫は春の全国交通安全運動実施
期間です！

　「新入学児童・園児を交通事故から守ろう」

　新しく入学する児童・園児の通学が始まる季節です。
春は全国的に児童・園児の歩行中の交通事故が増加す
る傾向にあります。
　保護者の方は、家庭の中で「横断歩道を渡る」など
の基本的な交通ルールについて子どもたちと話し合い、
一緒に交通マナーを身につけるとともに、子どもの安
全のためにシートベルトの全席着用、チャイルドシー
トを使用するようにしましょう。
　また、車を運転する方は、横断歩道では子どもや高
齢者をはじめ、歩行者などの優先を徹底しましょう。
　 4 月10日㈭は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　一人ひとりが、交通ルールを守り交通事故を未然に
防ぎましょう。
 照会先　町民課��☎85−7160

令和 ７ 年度狂犬病予防注射のお知らせ
　犬の登録と狂犬病予防集合注射を行います。会場には「お知らせはがき」と「愛犬手帳」を必ず持参してください。
「お知らせはがき」は後日環境課から犬の登録を済まされている飼い主の方へ郵送します。また、新しく犬を飼い
始めた方も会場で登録手続きと注射ができます。なお、注射前に問診を実施しますので、「お知らせはがき」表面
の問診欄に必要事項を記入のうえ、来場してください。
　集合注射の日程が合わない方は、動物病院で狂犬病
予防注射を受け、役場窓口において注射済票の交付を
受けてください。
　犬の登録変更（死亡・譲渡・転居など）手続きにつ
きましては、電話で問い合わせてください。
対　象　生後91日以上の犬
料　金　①登録済みの方：3,650円
　　　　②初めて犬の登録をする方：6,650円
　　　　③狂犬病予防注射済証を持参した方：550円

照会先　環境課��☎85−9565

黄色い交通安全帽子の贈呈
　交通事故防止を目的として箱根町の新入学児童・園
児に対して寄贈される、黄色い交通安全帽子の贈呈式
が 3 月19日に行われ、箱根ライオンズクラブ（会長
　杉山　隆寛）様から勝俣町長へ黄色い交通安全帽子
80個の目録が手渡されました。

 照会先　町民課��☎85−7160

地理情報システム「はこねMAP」を公開しました
「はこねMAP」は、町のさまざまな地理情報をまとめ、それらを地図上で表示させることで視覚的にも直感的に
もわかりやすいデジタルマップです。
　ホームページ上のバナーから利用してください。スマートフォンからもアクセスできます。
利用例　ハザードマップや避難所の位置を表示し、自宅からの避難経路を確認するなど

※「はこねMAP」は概略位置を示した参考図です。
　利用にあたっては「利用規約」を必ずご確認ください。利用規約に示したとおり地図上の表示は土地の境界を示
すものではありません。また縮尺によっては大きなずれが生じます。
　土地や建物などの権利や売買等に関することは、「はこねMAP」では証明することができませんので必ず担当課
へ問い合わせてください。
 照会先　企画課（広報情報係）☎85−9572町職員人事異動（ ４ 月 １ 日付け）　◎は昇格

【部長級】
所属名等 氏　名 前所属名等

企画観光部長 ◎��関田　充生 企画課長・ジオパーク推進室長〔併任〕
福祉部長 ◎��奥脇　朋孝 財務課長

【課長級】
所属名等 氏　名 前所属名等

企画課長・ジオパーク推進室長〔併任〕　��山内　圭 子育て支援課長
町民課長 　��小川　拓哉 福祉課団体支援専任課長
財務課長 　��髙木　徹 町民課長
子育て支援課長 ◎��佐野　加代子 子育て支援課副課長
上下水道温泉課水道専任課長 　��山﨑　勝弘 上下水道温泉課水道専任課長兼水道工務係長事務取扱
消防本部次長 　��神尾　叔男 消防本部次長兼消防総務課長事務取扱
消防本部消防総務課長 ◎��安藤　恒夫 消防署警備第 2 課長
消防署長 ◎��星野　忠洋 消防署仙石原分署兼第 1 係長事務取扱
消防署副署長 ◎��麸澤　幸雄 消防署湯本分署副分署長

【 3 月31日付け退職者】
所属名等 氏　名

上下水道温泉課水道工務係副技幹 　��座間　毅 定年退職
環境課環境センター副技幹 　��菅沼　昇 定年退職
消防本部消防総務課庶務係副主幹 　��中戸川　財之 定年退職
消防本部消防総務課予防係副主幹 　��田口　昌宏 定年退職
企画観光部長 　��石川　憲一
福祉部長 　��安藤　正博

日　　時 会　　場

5 /13㈫

9 :00〜 9 :30 役場公用車駐車場

10:00〜10:10 畑宿（浜松屋横）

10:40〜11:00 元箱根集会所前

5 /14㈬

9 :00〜 9 :10 山崎集会所前

9 :45〜10:05 社会教育センター駐車場

10:25〜10:35 やまなみ荘

10:55〜11:35 宮城野出張所駐車場

5 /15㈭
9 :20〜 9 :30 宮ノ下駐車場

10:00〜11:00 仙石原文化センター

はこねMAPは
こちらから
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コラム
学芸員No.

03
植物園の基本となる植物ラベル
　箱根湿生花園では、植物を解説するため、約3,000枚の植物
ラベルを有しています。正しい情報を提供するのが植物園の役
割であり、責任でもあるという観点から、植物ラベルには、日
本人に馴染みの深い名前である和名（標準和名）のほか、世界
共通の名前である「学名」も記載しています。これによって、
海外の旅行者が見ても植物名を調べられるようになっています。

新たな分類体系へ
　これまで、植物の分類体系は、生物の見た目の形から、進化
の歴史を推定して作られていました。箱根湿生花園の植物ラベルもこの考えにしたがって作成されてきま
した。

　しかし、DNA情報を用いた解析手法が進歩すると、過去の分類体系には、
多くの誤りがあることがわかってきました。それを踏まえ、近年では、DNA
分類体系に準拠した図鑑が出版されたり、有名な植物園のラベル表記が変更さ
れたりとDNA分類体系が世界の主流になってきました。�

植物ラベルの更新プロジェクト
　箱根湿生花園では、2021年度より、園内の植物ラベルをDNA分類体系に準
拠したものに更新するプロジェクトに取り組んでいます。具体的には， 1 種
類ずつ、最新のデータベースや文献を調べなおし、種名や分布域に変更が無い
か、何科に属するのかを再確認し、新たな原稿を作成しています。
　併せて、この50年間で大きく変化した開花時期についても、最新の開花記
録を反映させるようにしています。作業は、地味ですが、新たな発見もあり、
意外にも楽しみながら取り組んでいます。

　冬季休園期間中、職員は園内全てのラベルを回収し、洗浄、補修などを行います。ラベルが外された園
内の景色は、まるで自然の野山のようですが、再びラベルを設置したとたん、ぐっと植物園らしくなりま
す。ご来園の際には、学芸員こだわりの植物ラベルにもご注目いただけると幸いです。

植物園としての質を高める

箱根湿生花園

松
ま つ

江
え

  大
だ い

輔
す け

学芸員（箱根湿生花園）
専門分野：植物

　1982年生まれ。南足柄市出身。大学院では、植物生態学を専攻する。偶然にも箱根に縁があり、2009年春、
箱根湿生花園で学芸員として働き始める。2024年度、公益社団法人日本植物園協会表彰「坂崎奨励賞」受賞。
学芸員として、15年にわたり園内管理、展示植物の育成管理、教育普及活動を担当し、植物園としての
質の向上に貢献してきたことが評価される。

植物ラベルを整備する

次回は 6 月号。郷土資料館　勝間田学芸員の予定です。お楽しみに！

森林浴ウ
ォーク2

025 心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。

MAP
健脚向けコース「長尾峠ハイキングコース」（約11㎞）
ファミリーコース「仙石原湿原コース」（約 8㎞）

コース

スタート：箱根町総合体育館「星槎レイクアリーナ箱根」
ゴール：星槎大学箱根キャンパス
ゴール会場では、物販ブースやキッチンカー、モルック
などのニュースポーツ体験会を実施しています。また、
学芸員による歴史散策ツアーを無料で開催します。詳細
はホームページを確認してください。

場　所

5 月18日㈰��小雨決行
9 時出発式　 9 時30分出発

開催日時

1 人　1,500円　※記念品、傷害保険料を含む。
臨時直行バスを利用する場合は、往復3,400円が加算さ
れます。【中学生以下は参加費と臨時直行バス代を含め
た費用が無料となります。】

参加費

右の 2 次元コードから申し込みフォーム
の入力となります。
申し込み期限　 5 月11日㈰まで

申し込み方法

箱根路森林浴ウォーク実行委員会
☎85-7601お問い合わせ

1970年の開園当初は、職員が一枚一枚手書きで
製作していました。その後、イラストを入れられ
るようにしたり、反射しにくい素材を用いるなど、
何度も改良が加えられ、現在の形となりました。

今季からは、従来の植物ラベ
ルに加えて、スマートフォン
を用いた園内案内システムも
導入しました。

ゴール会場では、
森林浴ウォークに参加されない方も

楽しむことができるので　　
ぜひ来てください。

X（旧Twitter） Instagram
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自然に親しむ運動
【第 1 回「春の花を探して仙石原を歩く」】
　新緑がまぶしい仙石原で、春の花々に
出会いましょう。
日　時　 4 月24日㈭�� 9 時30分から
コース　�箱根ビジターセンター〜湖尻新

橋〜耕牧舎跡〜温湯〜箱根湿生
花園

定　員　20人
参加費　100円（保険代）
申し込み 方法　往復はがきまたは電子

メール。
※ 4月10日㈭までに必着。
集合場所　箱根ビジターセンター
対　象　 6歳以上
申し込み ・照会先　箱根ビジターセン

ター��☎84−9981
　　　　�*hakone-vc@kanagawa.

email.ne.jp

特別展
「箱根の火山と真鶴の海」

　箱根火山から流れ出た溶岩は、真鶴の
海や磯を作り出し、豊かな生態系を支え
ています。箱根ジオミュージアムでは、
箱根の火山と真鶴の磯の関係や、磯に棲
む生物、海で起きている環境問題などを
テーマにした展示を行います。（協力：
真鶴町立遠藤貝類博物館）
日　時　 4 月26日㈯〜 8 月31日㈰
場　所　箱根ジオミュージアム多目的室
観覧料　100円
照会先　箱根ジオミュージアム
　　　　☎83−8140

令和8年20歳を祝う会
実行委員の募集！

「令和 8 年20歳を祝う会」は来年 1 月
12日㈪成人の日に開催を予定しています。
　人生の大きな節目となる20歳の記念に、
あなたが考えるアイデアを盛り込んで、
「実行委員会」の企画・運営をしてみま
せんか。
対　象　�平成17年 4 月 2 日から平成18年

4 月 1 日生まれの町内在住の方
定　員　10人程度
申し込み方法　電話・メール
申し込み期間　 5月30日㈮まで
照会先　生涯学習課��☎85−7601
　　　　�*shougai@town.hakone.

kanagawa.jp

はり・きゅう・マッサージ券
の交付について

　健康増進のため70歳以上の方を対象
に町で委託している治療院で利用できる、
はり・きゅう・マッサージサービス券を
交付します。
　利用できる治療院の一覧はサービス券
の交付時に同封します。
対　象　�町内在住で令和 8年 3月31日ま

でに70歳以上になる方
申し込み 方法　役場・各出張所に直接、

電話または郵送
交付枚数　年間一人 3枚
有効期限　令和 8年 3月31日
町助成額　 1枚につき、1,500円
照会先　福祉課��☎85−7790

2025  第54回
箱根町民ゴルフ大会
開催のお知らせ

日　時　 6 月 4 日㈬��13時〜17時
　　　　スタート： 8時〜通常スタート
場　所　小田原湯本カントリークラブ
　　　　☎85−5743
プレーフ ィ　セルフ＠13,200円（昼食・

消費税・ゴルフ場利用税込）
　　　　�70歳以上の方は、ゴルフ場利用

税は非課税
●�キャデイ付＠16,000円を希望する方は
事前に相談してください。

参加費　�＠3,000円（箱根町ゴルフ協会
会員＠2,000円）

◆�18ホールプレイですが、前半 9ホール
の成績（新ぺリア方式）で順位を決定
します。

　パーティー・表彰式は行いません。
申し込み 方法　住所、氏名、生年月日、

電話番号、を明記して 5月 7日
㈬までにファックスで申し込ん
でください。

申し込み ・照会先　箱根町ゴルフ協会
事務局（川口）　FAX0460 − 83−
7856　☎090−5313−1114

◎各地域担当役員の方の連絡先
・湯本地域（後藤）☎080−4146−5103
・温泉地域（高波）☎090−4091−5019
・宮城野地域（稲葉）☎090−4718−1246
・仙石原地域（勝俣）☎84−8128
・箱根地域（石川）☎83−6781
◆キャンセル　 5月26日㈪以降のキャン
セルにつきましては、参加費相当額をい
ただくこととなりますので承知してくだ
さい。

はこワク！スキマ時間
に働きませんか？

　地域の採用WEBページ「はこワク！」
では、ご自身のライフスタイルに合わせ
た“プチ勤務”（短時間勤務）での求人
（町内全域）を多数紹介しています。子
育て中の方、体力などに不安があるシニ
ア世代、現在の仕事に追加で働きたいダ
ブルワーカーなど、スキマ時間を有効に
活用したい方は、ぜひ「はこワク！」サ
イトを覗いてみてください。
照会先　�箱根DMO（一般財団法人箱根

町観光協会）☎85−8443

固定資産税の閲覧・縦覧
【固定資産課税台帳の閲覧】
　固定資産台帳（名寄帳）に記載された
事項（所在地、地積または床面積、評価
額など）を閲覧できます。
期　間　通年
　　　　（令和 7年度は 4 月 1 日㈫から）
　　　　※土・日・祝日を除く
対　象　�箱根町内に固定資産を所有する

納税者、借地人・借家人など
手数料　�300円（ 4月 1日㈫から 6月 2

日㈪は無料）
【縦覧帳簿の縦覧】
　納税者が自分の固定資産と他の固定資
産の評価額を比較できます。
期　間　�4 月 1 日㈫から 6 月 2 日㈪
　　　　まで　※土・日・祝日を除く
対　象　�箱根町内に土地、家屋を所有す

る納税者
手数料　無料

▶閲覧・縦覧場所　税務課
▶必要なもの　本人確認ができるもの
（マイナンバーカードなど）、代理人の場
合は委任状と代理人の本人確認ができる
もの。
※【閲覧のみ】閲覧者が借地人・借家人
場合は賃貸借契約書またはその写し、地
代・家賃の領収書および本人確認ができ
るもの。

詳細については、問い合わせてください。

照会先　税務課（資産税係）☎85−7750

高齢者バス回数券の
助成について

　町内在住の65歳以上の方を対象に、路
線バス回数券の購入費を一部助成してい
ます。
　この制度を利用するには、「高齢者バ
ス回数券購入冊数確認カード」が必要で
すので購入前に電話または福祉課、出張
所で申請してください。
　今までにこの制度を利用したことがあ
る方には 3 月中に郵送しています。
　なお、助成率は昨年度と同様に35パー
セントです。外出の機会に活用してくだ
さい。
照会先　福祉課��☎85−7790

帯状疱疹ワクチン接種
費用の一部助成の実施

　助成は償還払い（後払い）です。
対象期間 　令和 7年 4月 1日から令和 8

年 3月31日までに受けた接種
対　象　�箱根町に住民登録があり、予防

接種をする日に50歳以上の方の
うち、定期接種の対象外の方

※定期接種対象の方には接種券を送付し
ます。
助成回数と金額
　・生ワクチン　1回　5,000円
　・不活化ワクチン
　　 2回まで　 1回あたり　10,000円
提出書類 
　・�本人を確認できるもの（マイナン
バーカードなど）

　・領収書（原本）
　・�接種をしたことがわかる書類の写し
（予診票など）

　・振込先の通帳
申請書は各窓口または
町ホームページから取
得できます。
申請方法 　さくら館または保険健康課、

出張所で手続きをしてください。
申し込み期限　令和 8年 4月 3日㈮
照会先　さくら館��☎85−0800

犬猫を10頭以上飼う方は
届出が必要です

　県では、多頭飼育に関する情報を早期
に把握し、飼い主支援や指導を行えるよ
う、犬および猫の多頭飼育届出制度を設
けています。10頭以上の犬や猫を飼育
する場合は、必ず届出をお願いします。
　また、飼っている犬や猫が増えて困っ
ている方は、早めに相談してください。
照会先　神奈川県小田原保健福祉事務所
　環境衛生課��☎0465−32−8000（代表）
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善意の寄付
〈箱根町社会福祉協議会〉
◎箱根町歩く会
　会長　村上　東司　様
� 7,000円
◎匿名　 1件
� 4,249円
◎かながわ西湘農業協同組合
� タオル・雑巾　 3箱

各種相談案内
相談名 対象・内容 日　　時 場　　所 申し込み・照会先

エイズ相談・検査 HIV抗体の即日検査
※匿名・無料で受検可能

4 月17日㈭�� 9 時〜11時
※�予約制。希望する方は前日までに
連絡してください。

小田原保健福祉事務所
☎0465 - 32 - 8000（内線：3248）

骨髄ドナー登録 登録には、登録者要件を満
たす必要があります。 日程は問い合わせてください。 小田原保健福祉事務所

☎0465 - 32 - 8000（内線：3248）

精神保健福祉相談 こころの健康や精神疾患に
関する相談

4 月10日㈭・15日㈫・22日㈫・
5 月 9 日㈮
いずれも13時30分〜16時30分
※�予約制。希望する方は前日までに
連絡してください。

小田原保健福祉事務所
☎0465 - 32 - 8000（内線：3250）

認知症相談 認知症に関する相談
4 月24日㈭��13時30分〜16時30分
※�予約制。希望する方は前日までに
連絡してください。

小田原保健福祉事務所
☎0465 - 32 - 8000（内線：3243）

療育歯科相談
歯科医師などによる、障が
いや慢性疾病があるお子さ
んの検診や食べ方相談

4月24日㈭�� 9 時〜15時30分
※�予約制。希望する方は前日までに
連絡してください。

小田原保健福祉事務所
☎0465 - 32 - 8000（内線：3238）

福祉相談会

対象：身体・知的・精神障
がい者および家族
内容：専門家による面接相
談、電話相談

4月10日㈭��10時〜12時

さくら館
ボランティア室A
（当日の電話相談は
　☎85 - 0800まで）

福祉課
☎85 - 7790

行政書士による
成年後見・遺言・相続等
無料相談会

自分自身や大切なご家族の
将来の安心に備えるために、
気になることを相談してみ
ませんか？

4月24日㈭��14時〜16時
※�相談を希望する方は事前に地域包
括支援センターに申し込んでくだ
さい。

さくら館 2階��会議室
地域包括支援
センター
☎85 - 3002

身体障がい者の
補装具相談会

（更生相談会）

肢体不自由障がい者の補装
具交付、修理相談

4月14日㈪��13時〜15時
※受け付けは14時まで
※�4 月11日㈮までに福祉課に連絡し
てください。

※�令和 7年度は 4月、 5月、 6月、
11月、12月、 1月の年 6回の実施
となります。

小田原市保健センター
（小田原市酒匂
� 2 - 32 - 16）

福祉課
☎85 - 7790

箱根町
こども家庭センター

妊娠、出産、子育てに関す
る相談 月〜金　 8 時40分〜16時50分 子育て支援課��☎85 - 9595

教育相談センター
「ぱれっと」

学校生活に関わることや子
どもの教育に関わる相談 月〜金　 8 時40分〜16時50分 教育相談センター��☎85 - 7776

�定例イベント�

▶おだわら・はこね家族会
日　時　 4 月18日㈮��10時〜12時
場　所　�小田原市役所 6階　601会議室
　　　　（小田原市荻窪300）
内　容　�認知症の方を介護されているご

家族が集い、日頃の悩みごとを
共有し、情報交換を行います。

対　象　誰でも参加できます。
照会先　福祉課��☎85−7790

認知症に関する催し
▶キャロットカフェ（認知症カフェ）
日　時　 4 月18日㈮��14時〜15時30分
場　所　箱根リラック森
　　　　（二ノ平1297−370）
内　容　�認知症を発症された方やそのご

家族、専門職の方などが集い、
認知症についての情報交換等を
行います。

対　象　誰でも参加できます。
参加費　500円（コーヒー、菓子代）
照会先　地域包括支援センター
　　　　☎85−3002

▶オレンジカフェ宮城野（認知症カフェ）
日　時　 4 月10日㈭��13時30分〜15時
　　　　（入退場自由）
場　所　さくら館 2階��旧ファースト
　　　　（宮城野881− 1 ）
内　容　�もの忘れが気になる方やそのご

家族、ちょっとしたおしゃべり
を楽しみたい方、どなたでも、
お茶とお菓子を囲んで楽しく交
流しましょう。福祉・介護の専
門職も参加します。

対　象　誰でも参加できます。
参加費　100円（運営費、飲物菓子代）
運営団体 　むつみ会・箱女連宮城野女性

会（チームオレンジ）
照会先　地域包括支援センター
　　　　☎85−3002

▶おとな水中運動教室
日　程　 4 月 8 日㈫・22日㈫
▶おとな水泳教室
日　程　 4 月 2 日㈬・11日㈮・16日㈬・25日㈮
実施時間 　いずれも14時〜15時／18時30

分〜19時30分
対　象　中学生以上
定　員　各回15人
参加費　�1 回券700円、マンスリーパス

2,000円、11回券7,000円
申し込み 方法　各回の15分前までに来て

ください。
▶プライベートレッスン
日　程　毎週火曜日：15時〜18時30分
　　　　毎週木曜日・土曜日：13時〜17時
対　象　 3歳児以上
参加費� 30分4,000円
　　　　※料金を改定しました。
申し込み 方法　前日までに電話

おとなの水泳教室
【共通】
持ち物　水着、水泳帽、タオル
入場料　�別途大人300円、中学生以下100

円（障がいのある方、未就学児
は無料）

照会先　さくら館��☎85−0800

▶温水プール休業日
日　程　�4 月 ７ 日㈪・14日㈪・
　　　　21日㈪・28日㈪・30日㈬
　　　　�※大雨等による通行止めの場合、

臨時休業する場合があります。
照会先　さくら館��☎85−0800

▶趣味の教室
書　道　 4 月 4 日㈮・18日㈮・ 5 月 2 日㈮
　　　　13時30分〜15時30分
※絵手紙教室は 3 月をもって終了となり
ました。
対　象　町内在住の60歳以上の方
※開催日および開催時間が変更になる場
合があります。
▶健康相談
日　時　 4 月 4 日㈮・ 5 月 2 日㈮
　　　　13時30分〜14時受け付け
内　容　�健康管理、生活習慣病予防、食

事指導、血圧測定など
対　象　町内在住の60歳以上の方
照会先　福祉課��☎85−7790

やまなみ荘
▶八重桜とチューリップコース[12㎞]
日　時　 4 月10日㈭�� 9 時20分（雨天中止）
集合場所　小田急線渋沢駅
　　　　※帰路は小田急線松田駅利用
会　費　500円（保険料他）
　　　　※初参加の方は別に500円が必要
コース　�千村の八重桜〜頭高山〜神山滝

〜松田駅
その他　�当日開催の有無は☎85−6788で

確認してください。音声メッ
セージが流れます。電話がかけ
られる時間は、前日の17時から
当日の 9時までです。

照会先　箱根町歩く会事務局
　　　　☎85−6788

歩く会
　多くの方が応急手当の知識と技術を身
に付けておくことが大切です。
日　時　 4 月19日㈯・5 月 9 日㈮・25日㈰
　　　　いずれも 9時〜12時
場　所　消防本部��体育訓練室
対　象　�町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　各20人
参加費　無料
持ち物　�動きやすい服装、水分、タオル、

筆記用具
申し込み 方法　最寄りの消防署で対応可

能
その他　修了者には修了証を発行
照会先　消防署警備課��☎82−4511

普通救命講習Ⅰ

《箱根町社会福祉基金》
◎匿名
� 10,000円
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【日　程】
Ａ： 4 月 5 日㈯、12日㈯、19日㈯、26日㈯
　　こども： 9時〜10時、幼児：10時〜11時　＊各時間定員15人
Ｂ： 4 月 6 日㈰、13日㈰、20日㈰、2７日㈰
　　こども：10時〜11時、幼児： 9時〜10時　＊各時間定員15人

【対　象】
　こども：小学生、幼児： 3歳〜未就学児（要オムツ離れ）

【受講料】
　 1回券��400円、マンスリー 4 ��1,000円、11回券��4,000円

【受講方法】
　受講希望日の前日までに、プール受付へ直接、または電話
　※マンスリー 4は、有効期限内で 4回まで受講が可能です。
　※申し込み後のキャンセルおよび振り替えはできません。

【予約開始日】 4 月 1 日㈫�� 9 時から

こども・幼児水泳教室

【日　程】
　毎週火曜日：15時〜18時30分
　毎週木曜日・土曜日：13時〜17時

【対　象】
　 3 歳児以上

【受講料】
　30分（ 1 コマ）��4,000円
　※料金を改定しました。

【内　容】
　個人の泳ぎのレベルや希望に応じたレッ
スンを行います。

【受講方法】
　受講希望日の前日までに、さくら館プー
ル受付まで直接、または電話

★プライベートレッスン
KID'S AREA

キッズエリア
毎月開催している子育てイベントを紹介。

「 」が付くものは全て　照会先　子育て支援課��☎85−9595 場所はいずれもさくら館です。

親子で参加！

健康診査案内

赤ちゃんとママパパの会
～いちごの教室～

「妊産婦のリラクゼーション」

すこやか親子教室

時　間　11時45分〜14時00分
対　象　�2 か月〜18か月頃までの乳幼児と保護者、

妊婦など
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。

4か月児健康診査

日　時　 4 月18日㈮��12時50分〜13時20分受け付け�
対　象　令和 6年11月・12月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、バスタオル

1歳6か月児健康診査

日　時　 4 月18日㈮��12時50分〜13時20分受け付け�
対　象　令和 5年10月・11月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、問診票、バスタオル

2歳・2歳6か月・3歳児歯科健康診査

日　時　 4 月18日㈮��13時00分〜13時30分受け付け�
対　象　令和 4年 3月・ 9月、令和 5年 3月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード

時　間　10時00分〜11時30分
対　象　�7 か月頃〜 3歳頃のお子さんとその保護者
内　容　�お子さんを遊ばせたり、子育ての相談がで

きたりする教室です
持ち物　�飲み物・汗拭きタオル・母子健康手帳など
※�事前に電話で申し込んでください。

【照会先】子育て支援課　電話 85-9595　(株)AsMama（info@asmama.co.jp）

はこねつながりひろば さきどりイースター
町が推進する子育て支援事業  箱根町子育てシェアタウン

イースターは「新しい始まり」を象徴するお祭

り。今年のイースターは4月20日ですが、すこ

し早めに「さきどりイースター」を開催します。

町の地域アプリ「マイコミュ」の便利でおトク

な使い方も体験できます！

親子で・家族で、友だちと、一人でも。多世代・

多文化交流とつながりの機会として、若い方

からシニアまで、外国籍の方の参加も、お待ち

しております。

令和７年4月13日（日） 10：00～14：00
星槎大学 箱根キャンパス　205講義室

予約はマイコミュアプリから

日 時
詳しくはこちら

場 所

春の交流

ゆずるよコーナー

みんなでエッグハント（たまご探し）
）約予要・組5回各（ 00:31 / 00:21 / 00:11

イースターワークショップ
エッグペイント / オーナメントづくり
マイコミュアプリからの予約で無料

日用品・衣料品などおゆずりします
何があるかはアプリでチェック！

赤ちゃん誕生 （誕生証書 2 月発行分）

C
チ ャ ウ ワ ン

HAUWAN　S
サ ウ ミ ヤ

AUMYAちゃん� 2 /10生まれ
保護者 M

ミ ス ラ

ISHRA　S
ス ミ タ ラ

UMITRAさん� （湯本）

伊
い

藤
とう

颯
そう

大
た

ちゃん� 2 /20生まれ
保護者 政

まさ

好
よし

さん� （箱根）

共　通
【入場料】 別途入場料として大人300円、中学生以下100円（障がいのある方、未就学児は無料）
【持ち物】水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
【その他】
・ 大雨などによる通行止めの場合、臨時休業する場合があります。
・�児童・幼児用プールもあります。詳細は町ホームページを参照してください。
� 照会先　さくら館��☎85− 0800

4 /1７
㈭

4 /16
㈬
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交通情報（バスの現在地や交通機関運行情報)・
防災情報（避難所開設情報など）が 1つのマップで確認できます。はこぼうマップ

おくやみ（2 / 1 〜 2 /28受付分）
小
こ

林
ばやし

ヤス子
こ

さん� 2 / 1 � 82歳� 宮 城 野
福
ふく

住
ずみ

信
のぶ

子
こ

さん� 2 / 4 � 92歳� 湯本茶屋
福
ふく

住
ずみ

アイ子
こ

さん� 2 / 6 � 100歳� 湯本茶屋
渡
わたな

部
べ

康
こう

二
じ

さん� 2 / 7 � 92歳� 仙 石 原
稲
いな

葉
ば

清
きよ

保
やす

さん� 2 /10� 78歳� 宮 城 野
石
いし

川
かわ

雅
まさ

敏
とし

さん� 2 /11� 88歳� 箱 根
岩
いわ

澤
さわ

康
やす

宏
ひろ

さん� 2 /14� 91歳� 仙 石 原
木
き

原
はら

秀
ひで

義
よし

さん� 2 /16� 86歳� 仙 石 原
戶
と

澤
ざわ

明
あき

男
お

さん� 2 /16� 85歳� 須 雲 川

沖
おき

津
つ

フミ子
こ

さん� 2 /18� 104歳� 宮 城 野
小
こ

宮
みや

山
ま

功
いさお

さん� 2 /21� 81歳� 強 羅
勝
かつ

俣
また

絹
きぬ

子
こ

さん� 2 /25� 97歳� 宮 城 野

新着図書情報などはこちらから▶新着図書情報などはこちらから▶
社会教育センター図書室社会教育センター図書室 検 索検 索

照会先照会先　社会教育センター　社会教育センター����☎82☎82−−26942694

第 1 コース
箱根幼稚園

4 / 2 ㈬・16㈬

9 ：20〜 9 ：40
畑宿寄木会館 10：00〜10：15

湯本茶屋（静観荘駐車場） 10：30〜10：45
山崎集会所 11：00〜11：15

第 2 コース
箱根の森小学校 4 /17㈭ 13：00〜13：30
大平台姫之湯 4 / 3 ㈭・17㈭ 13：50〜14：05

宮ノ下駐車場 　工事中のため、
　当面の間、巡回を休止します。

強羅向山公園駐車場
4 / 3 ㈭・17㈭

14：45〜15：00
宮城野保育園 15：10〜15：40

第 3 コース
湯本小学校 4 /18㈮ 10：15〜10：40

役場本庁駐車場
4 / 4 ㈮・18㈮

13：30〜13：45
15：00〜15：15

湯本幼児学園 13：55〜14：25
町社会福祉協議会 14：35〜14：50

第 4 コース
さくら館

4 / 9 ㈬・23㈬

10：45〜11：00
宮城野公民館 11：10〜11：25
箱根中学校 12：55〜13：10
元箱根集会所 13：45〜14：00
箱根集会所 14：10〜14：25

第 5 コース

仙石原小学校
4 /11㈮ 12：40〜13：00
4 /25㈮ 13：00〜13：30

アレンジメントケア箱根仙石原
4 /11㈮・25㈮

13：40〜13：55
仙石原幼児学園 14：10〜14：40

仙石原文化センター 14：55〜15：10

☆仙石原文化センターは正面側駐車場が工事中で使用できない
ため、当面の間公園側のスペースに停車します。　　　　

�移動図書館きつつき号巡回予定表�
�
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　ネズミとリスはとても仲良しです。
なんだか元気がなさそうなリスを心配
したネズミは、リスがどのくらい悲し
い気持ちなのか、全身で表現してたず

ねますが、リスの気持ちはわからないままでした。家に帰ったネ
ズミは色々と考えます。すると、すごく伝えたいことに気が付い
て…　お互いを想い合う 2 匹を思わず応援したくなります。

「あのひのきもち」
　かさいまり（作）
　岡田千晶（絵）
　金の星社

　ようかいチビッコえんには、元気
な妖怪の子どもたちが今日もやって
きます。歌って、出席を取って、体
操をして、部屋遊びも外遊びも、と

てもにぎやかです。天気の良い日は、みんなでお散歩に出かけま
す。商店街のみなさんにもごあいさつをして、土手でひとやすみ
した後は何が待っているのかな？チビッコえんの楽しい一日を描
いた絵本です。

「ここは、ようかい
 チビッコえん」
　富安陽子（文）
　大島妙子（絵）
　福音館書店

　読書アルバムは、社会教育セン
ター図書室で借りた本の記録を手軽
に残すことができるアルバム（手帳）�
です。自らの読書記録が写真アルバ
ムのように振り返ることができるの
で、ぜひ活用してみてはいかがで
しょうか？

読書アルバム

★ 読書アルバムは社会教育セン
ター窓口で配布しています。

～ ～本を記録して
心の宝物を増やしませんか？

社会教育センター図書室社会教育センター図書室

休日急患（医科）
　当番医は変更となる場合がありますので、必ず消防署
（☎82−4511）で確認してください。
診療時間　 9時30分〜17時
※受診の際にはお薬手帳を持参してください。
※ 4 /29㈫は小田原市休日夜間急患診療所（小田原市酒匂 2 −
32 − 16／☎0465 − 47 − 0823）を利用してください。
診療時間は 8 :30〜11:30、13:00〜15:30、18:00〜22:00です。
※急な病気・けがをした場合は、かながわ救急相談センター
（☎#7119）で24時間365日相談できます。緊急性があるか、
受診の必要があるか迷ったらまずはこちらを利用してください。
※夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎82 −
4511）に問い合わせてください。

当番日 当番医 所　在 電話番号

4 / 6 土屋医院 湯　本 85−5034

13 仙石原永井医院 仙石原 84−8295

20 元箱根木村医院 元箱根 85−1117

27 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84−9111

※調理時間は目安です。
※レシピポイント：�応募者からのコメントです。
※感想など：�箱根町食育サポートメイト六彩会などの感想です。

わたしのオススメ！わたしのオススメ！
野菜いっぱいレシピ野菜いっぱいレシピ（健康・食育はこね21）（健康・食育はこね21）

「野菜いっぱいレシピ」を紹介します。
照会先　さくら館��☎85−0800

●材料（ 2 人分）
◎小麦粉� 70ｇ（ 1 / 3 カップ程）
◎水� 40㎖
◎塩� 少々
豚肉（こま切れ）� 150ｇ
大根� 200ｇ（ 1 / 5 本）
にんじん� 1 / 2 本
さといも� 2 個
白菜� 4 枚
干ししいたけ� 2 枚
顆粒だし� 小さじ 2
みそ� 大さじ 2
水� 500㎖
植物油� 大さじ 1 / 2

●作り方
①　�＜だんごを作る＞
　　小ボウルに◎の材料を入れて、混ぜてよくこねる。
　　�生地がまとまったら、親指くらいの大きさにちぎり、水でぬら

し固く絞った布巾をかけて20分以上ねかせる。
②　干ししいたけを水（分量外）で戻す
③　大根、にんじんは、いちょう切りにする。
　　�さといもは皮をむいて乱切りにし、塩（分量外）をかけてもみ

込み、水で洗いぬめりを落とす。
　　白菜は、ざく切りにする。
④　深めの鍋に、植物油をひき、豚肉を炒める。
⑤　�豚肉の色が変わり始めたら、水としいたけの戻し汁を入れて、

大根とにんじん、さといもを加えて煮る。
⑥　�野菜が軟らかくなったら、白菜としいたけを入れて、①の団子

を平べったく15〜20㎝の長さに伸ばしながら、鍋に入れる。
⑦　団子が浮いてきたら、顆粒だしとみそを溶き入れる。
� 応募者：なつあいさん

だんご汁 調理時間：40分

栄養価（ 1人分）
　エネルギー：439kcal
　蛋白質：25.9ｇ
　脂　質：12.9ｇ
　食塩相当量：3.6ｇ

～レシピポイント～
　色とりどりにしました。
～感想など～
　ボリュームがあり、だんごも入っている
のでお腹にたまります。
　味はちょうどよく、体が温まります。

【参　考】
令和５年度レシピ集

町ホームページに掲載

毎月19日は「食育の日」毎月19日は「食育の日」
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「広報はこね」へのご意見を
お聞かせください！

広報紙アンケート広報紙アンケート

Photo ログ 詳細はホームページをチェック

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。町の人口と世帯（ 3 月 1 日現在）　●人口　10,830人／男　5,214／女　5,616　●世帯　6,50７

　いつでもどこでも広報紙を読むことができるスマー
トフォン・タブレット用無料アプリです。毎月広報紙
が発行されるとお知らせが届きます。

マチを好きに
なるアプリ

【練習日時】
　毎週土曜日　 9 時〜14時30分
　＊全時間参加できなくても大丈夫です。

【練習場所】
　箱根町立湯本小学校

【問い合わせ先】
　保護者会　代表　勝俣建吾　090−−8114−−1109

【メッセージ】
　箱根大名行列や、箱根駅伝の応援演奏などさまざまな
イベントを通して、学校・学年の枠を超えた仲間との、
心に残る思い出がたくさんできます。箱根町・小田原市
近隣の小学 1 年生から中学 3 年生まで、男の子でも女
の子でも大歓迎！子ども達の「やってみたい」気持ちを
大切に、活動しています。

わが家のアイドル

応募はこちらから

☆�０ 〜 ９ 歳児が対象です。お子さんが一人で写っている写真
をＥメールで提出してください。掲載させていただいた方
には図書カードをプレゼントします。

大募集！

マーチングバンド箱根21 ～箱根近隣の子どもたちが元気に活動しているマーチングバンドです！～

♡�気軽に掲載いただけるよう内容の見直しを
行いましたので、たくさんの応募をお待ち
しています。

　宿泊客の安全を守るため、町消防本部、消防署、
消防団、湯本富士屋ホテル自衛消防隊の合同によ
る消防総合訓練を実施し、消防技術の向上、連携
および防火意識の高揚を図りました。

2 /28 春季火災予防運動　消防総合訓練
　FMヨコハマとの包括連携協定に基づき、「若者
の交流の場を創出する事業」として町内在住・在
勤の方を対象に、音楽と地ビールを楽しむ交流会
が開催されました。
　FMヨコハマ番組パーソナリティー　DJ帝さん
も登場し、イベントを大いに盛り上げました。

3 /18 ハコネ★ナイト

コミュニティの　　 ～人と人を繋ぐ架け橋～輪輪


